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第 4 章，第 5 章では第 2 章に述べた試a験装置によるヨウ素水洗除去試験について，第 4 章では通常水
によるスプレイ試験結果を，第 5 章では薬品を添加した水溶液によるスプレイ試験結果をそれぞれまと
めて記述している。
第 6 章，第 7 章では，スプレイのヨウ素水洗除去効果を定量的に評価するために必要な基礎的測定と








第 9 章では，第 3 章から第 8章までの試験および測定の結果から，気体状ヨウ素がスプレイによって
気相中から水洗除去される機構，および実機プラント原子炉格納容器スプレイ設備の性能を評価するた
めのモデルについて記述している。
第10章は結論であり，第 2 章から第 9 章までの本研究の成果を総括している。
論文の審査結果の要旨
本論文は，原子炉格納容器スプレイ設備のヨウ素水洗除去性能を評価する基礎データをうることを目
的として実施した研究をまとめたものであり，その主な成果は次のとおりである。
(1) ヨウ素および有機ヨウ素について，格納容器壁への沈着速度，スプレイによる水洗除去速度並びに
気・液相分配係数を測定するとともに，スプレイ液滴についてその粒径を測定し，ヨウ素水洗除去性
能の解析に必要な基礎データを得ている。
(2) スプレイによるヨウ素水洗除去の機構を解析し，これに基づいて格納容器スプレイ設備のヨウ素除
去性能を評価する手法として評価モデルを導出し，このモデルを上記の各種測定結果等により検証し
ている。
以上のように，本論文は原子力発電所の原子炉格納容器スプレイ設備の性能評価に関する有力な手法
を与えており，原子力工学の分野に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値ある
ものと言忍める。
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